
 

 

 

 

 

忙中閑有り 

BIG BOSS  若狭孝太郎     
 
 

                        四角形 ABCDに対角線を引きます。 

                          ∠ABD＝20°, ∠ACD＝30°, ∠DBC＝60°, ∠ACB＝50°とするとき 

                        ∠ADBの大きさを求めなさい。 
 

 私が中学 3 年生の時に苦しんだ問題です。担当の数学の先生から「巷で流行ってる問題や。解い

てみろ」と出題されました。（簡単そうやな）と思いました。ところがなかなか解けない。自宅に

持ち帰って、けっこうな時間をかけても解けない。悔しいから翌日に「ホンマに中学校の範囲です

か？」と聞きました。「もちろん中学校の数学で求められる。なんなら、小学校の算数の範囲でも

解けるで」（いや、いや、いや…。ホンマかいな…。何か値とか条件とか抜けてるんちゃうん？）

「…お前、何か抜けてるとか思ってるやろ？」（げっ、なんで考えてること分かりますねん (--;) ）

「いえいえいえ。そんなん思ってません。分かりました。もっと考えます」「おお、考えろ。考え

ろ。もちろん数値だけやのーて、求め方の根拠がいるからな」「はい、分かってます」「やることい

ろいろあるやろうけど、じっくり考える余裕も大事や…」 
 

 タイトルは、昭和の思想家である安岡正篤（1898～1983）の「六中観（りくちゅうかん）」の一つで

す。「ただの閑は退屈でしかない。ただの忙は文字通り心を亡ぼすばかりである。真の閑は忙中に

ある。忙中に閑あって始めて生きる」とあります。忙しい中にこそ暇や余裕に価値を見いだすこと

が大切だということです。心に余裕などのない忙
．
しさは、「心

．
を亡
．
くしてしまう」ことになり、「人

に関心を持つという大切なことを忘
．
れてしまう」、つまり「無

．
関心
．
」へとつながるのです。 

 長くて忙しかった２学期もあと３週間となりました。年末に向けて、受験に向けて、皆さんの忙

しい日々は続いていくことでしょう。忙しいときほど余裕を大切にし、余裕のあるときほど忙し

いときの生活を忘れない、そんな気持ちで過ごしていってほしいと思うのです。 
 

 （そうや…！）私は森本先生に出題してみることにしました。 

 「森本先生、森本先生。ちょっと頭の体操で、この問題やってみませんか？」 

 「なんですか、これ。すぐにできそうですけど…」 

 平日の夕方の遅い時間でした。しばらく考えていた森本先生が言いました。「ホンマに中学校の

範囲ですか？」…どこかで聞いたことのある台詞です。私は応えます。「もちろん中学校の数学で

求められます。なんなら、小学校の算数でもできますよ…」これまた聞いた台詞。「何か値とか条

件とか抜けてませんか？」いやいやいや、これはもうデジャブー。「いいえ。これでいいんです。

もっと考えてみてください」「わかりました。忙しいけど興味わいてきたので、ちょっと頑張りま

すわ！」 

 …森本先生、忙中閑あり。 

 
 

※２学期も最後の月となりました。２学期の締めくくりの時期です。保護者の皆様には三者懇談でお子様

の２学期学校生活における頑張った姿をお伝えし、ご家庭での様子も伺い、三学期以降の指導に生かし

たく存じます。ご多忙のところ恐縮ですがよろしくお願いいたします。また、心配事、疑問等がございましたら

何なりとお問い合わせください。 
 

 

【授業力向上の取り組み】 

○学力調査結果の分析と授業づくり 

全国学力・学習状況調査では、平均正答率が国語 73%（+3.2）、数学 55％(+4.0)、英語 54%(+8.4)

と、３教科とも全国平均を上回っていました。 

また、質問紙調査の「先生があなたの良いところを認めている」49.1%（+9.1） 

「授業で毎日ＩＣＴ機器を使用していた」48.2%（+20.1）などでは、強い肯定回答が全国平均を大

きく上回っていました。このような結果から原因や相関について校内研修等で分析し、２学期の授業

づくりや集団づくりを進めてきたところです。 

○公開授業と研究協議 

11 月 17 日（金）に今年度の研究発表会を行いました。前日には 2 年生女子の体育、当日の午前中

には 1 年生社会科、3 年生数学科で、午後からは 2 年生男子の体育で研究授業を公開しました。生徒

が協力して課題達成に向け主体的に学ぶ単元設定の仕方や、指導者の関わり方について、市内他校の

先生方も交え研究協議を行い、香川大学の米村教授から指導助言、ご講演いただきました。 今後の授

業に生かしていきます。 

給食 給食

1日 金 ○ 9日 火 始業式

2日 土 10日 水 1,2年チャレンジテスト、3年第４回実力考査　

3日 日 11日 木 3年短縮授業 1,2年〇

4日 月 生徒会委員会 〇 12日 金 〇

5日 火 〇 13日 土

6日 水 〇 14日 日

7日 木 〇 15日 月 生徒会委員会 〇

8日 金 〇 16日 火 〇

9日 土 17日 水 避難訓練 〇

10日 日 制服採寸（千里丘10～11時、三宅柳田11～13時） 18日 木 朝のつどい 〇

11日 月 45分授業 〇 19日 金 〇

12日 火 生徒会委員会 〇 20日 土

13日 水 〇 21日 日

14日 木 〇 22日 月 生徒会委員会 〇

15日 金 期末懇談（～12/20） 23日 火 〇

16日 土 24日 水 〇

17日 日 25日 木 〇

18日 月 26日 金 〇

19日 火 27日 土

20日 水 28日 日

21日 木 短縮授業 29日 月 ３年学年末考査(～31日) 乗り入れスクール 1,2年〇

22日 金 大掃除・特活・終業式 30日 火 1,2年〇

31日 水 1,2年〇

１２月の予定 １月の予定三中 webサイト 教育委員会 
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つながり 思いやり 自分と仲間を高め合おう 

【1 年生】 

先日の合唱コンクールに多数の保護者の皆様にご参観頂きありがとうございました。各クラス

音程や声量、ハーモニーなど重視しているものが様々でそれぞれ特徴のある合唱だったと思いま

す。クラスで協力して自分たちの合唱をつくり上げた経験をステップとして、今後さらにクラス

の絆を深めてくれるものと期待しています。 

総合的な学習では現在 SDGｓの学習をしています。SDGｓの項目を達成するために自分たちが

できること、それを協力してもらう相手も考えて、クラスメイト及び 4 つの企業（ＵＦＪ、読売

新聞、明治安田生命、ロート製薬）にプレゼンを行い、企業の方々からアドバイスを頂き、考えを

深めていきたいと思います。よろしければ各家庭でもどんなことを考え発表しようとしているの

か聞いていただき、助言していただけると幸いです。 

 

【2 年生】   
１１月にキャリア教育の一環として、三中の卒業生

６名(現在高校３年生)に来校してもらい、受験や高校

生活についての話を聞きました。いくつかの質問にも

答えてもらう機会もいただき、中学校生活との違いに

驚く場面もあり、楽しい時間を過ごすことができまし

た。今は「将来の進路の選択肢を知る」をテーマに、

それぞれが調べ学習をしており、３学期には高校調べ

も予定しています。期末テストの結果を振り返りなが

ら、また三者懇談をふまえて、今後やってくる受験に

向けて、いま自分たちがやるべきことを考えるきっかけになってほしいと思います。 

 

【3 年生】 

11 月 6 日、7 日に行われた合唱コンクールでは

３年２組、３組が学校代表に選ばれました。声の張

り、ハーモニーの美しさ、姿勢、そして前向きな心

構えがどのクラスにもありましたが、その中で２ク

ラスが三中の代表として、連合音楽祭で「三中３年

生の底力」を見せてくれました。 

10 月終わりから 11 月には第三回実力テスト、2

学期末テストがあり、いよいよ進路に向けてのカウントダウンが始まっています。12 月には 3 者

懇談で、ある程度の進路決定となるでしょうが、全ての中三生が乗り越えてきた道です。怯むこと

なく悔いの残らないように充実した毎日を過ごしてもらいたいし、ここでも「三中 3 年生の底力」

を見せてくれると信じています。 

■生徒会の取り組み 

委員会では、前期の反省や振り返りを活かしなが

ら、後期の学校生活をよりよく過ごせるよう、チャ

イム着席や授業準備、昼休みの過ごし方など、どう

すれば学校全体で取り組めるのか、委員会ごとに 

話し合っています。 

また、3 年生はもうすぐ委員会を引退しますの

で、いよいよ卒業式に向けた取り組みや製作も始ま

っていきます。残りの学校生活も生徒主体の輝ける毎日のために、生徒会も頑張っています。 

 

■生徒指導より 
寒くなる日が増えてきています。１０月にインフルエンザで学級閉鎖が出ましたが、今後、別型のインフ

ルエンザが流行する可能性も考えられます。規則正しい生活、「早寝・早起き・朝ごはん」と感染症予防

の基本「手洗い・うがい・部屋の換気」で体調管理に十分に気をつけ、寒い冬、特に３年生はこれからく

る受験シーズンを健康に過ごしてください。 

12月は例年交通事故件数が最も多い月です。12月1日から年末交通事故防止運動も行われます。

先を急ぐ人・車が多い朝の登校時、暗くなる下校時、また日常の道路の通行においても周囲に気を配

り、交通ルールとマナーを守って、交通事故に巻き込まれないよう注意しましょう。 

 
 

■道徳の取り組み 

１年生  学年教師によるローテーションが１学期同様に進められています。今月の途中からは鈴木先生

による「近くにいた友」。前大道先生による「ばあば」。内田先生による「役に立つことできるかな」。南部

先生による「富士山から変えていく」といった教材を使用して副担の先生の授業が始まってます。生命の 

大切さや、友情など。この一年生の時期に色々な事を考え、自分自身と向き合うことで心の土台を作っ

てほしいと思います。 
 

２年生  学年教師のローテーションの授業を進める中、１１月中頃、本校スクールカウンセラーの岩井先

生から「ストレスマネジメント」の講話を体育館で聞き、それぞれが抱えるストレスとの向き合い方を考え

ました。本来の授業では、学級閉鎖等の影響でローテーションがずれ「道徳通信」がしばらく途絶えてい

ますが、そろそろ発行される予定です。しっかり読んでいろんな考えに触れてほしいと思います。 
 

3年生  11月半ばに、３年生の現状として「規則やルール・マナーを守ること」について、学年集会を持

ちました。先生たちからお話しがあり、自分やクラス・学年の人たちの学校生活を振り返る機会を設けま

した。朝のつどいの中で「無関心は敵だ」という Big Boss のメッセージも受け、課題に背を向けず、周

囲の人と関わりながら卒業までの日々を過ごし、評議委員が考えた学年目標『開花』へとつなげていき

たいという思いが、生徒たちの感想シートからもたくさん見受けられました。 
 

 

＜ ＞


